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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 9日 (2007.2.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 耳 鳴 り の 障 害 症 状 に 患 っ て い る 患 者 に 対 し て 救 済 を 提 供 す る た め の 耳
鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 選 択 さ れ た 周 波 数 で の 音 響 信 号 の 強 度 を 変 更 す る よ う に 設 計 さ れ た 所 定 の マ ス ク 用 ア ル
ゴ リ ズ ム に 従 い ス ペ ク ト ル 変 更 さ れ た 音 響 信 号 を 提 供 す る 工 程 を 有 し 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 患 者 の 基 本 と な る 聴 力 測 定 情 報 を 考 慮 し て 特 別 に
生 成 さ れ 、
　 使 用 に 際 し て 、 そ の ス ペ ク ト ル 変 更 さ れ た 音 響 信 号 を 患 者 が 聞 い た と き に 、 優 れ た 耳 鳴
り の マ ス キ ン グ を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 断 続 的 な 耳 鳴 り の マ ス キ ン グ を 提 供 し 、
　 快 適 な 聴 覚 レ ベ ル で 、 音 響 信 号 の ピ ー ク の 間 、 耳 鳴 り が 実 質 的 に 完 全 に 弱 め ら れ 、 信 号
波 の 谷 間 の 間 に 耳 鳴 り の 知 覚 が 時 折 表 れ る の み で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 ２ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 前 記 音 響 信 号 の 全 ス ペ ク ト ル 範 囲 を 通 し て 、 前 記
音 響 信 号 の 強 度 を 変 更 す る よ う に 設 計 し て あ る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 ２ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 音 響 信 号 が 、 ス ペ ク ト ル の 内 容 と 強 度 が 、 時 間 的 に 常 に 変 化 す る 高 ダ イ ナ ミ ッ ク 信
号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 ２ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 音 響 信 号 が 、 音 楽 信 号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 患 者 の 聴 力 損 失 特 性 に 応 じ て 部 分 的 に 仕 上 げ ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 請 求 項 ６ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 患 者 の 聴 力 損 失 特 性 に 合 わ せ て 部 分 的 に 仕 上 げ ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 請 求 項 ７ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、



　 患 者 の 両 方 の 耳 に お け る 音 響 ス ペ ク ト ル の 主 要 部 分 を 通 し て 、 比 較 的 に 均 等 感 覚 レ ベ ル
を 提 供 す る よ う に 、 前 記 マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム に よ り 、 前 記 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 品 質 が
変 更 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 請 求 項 ８ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 聴 覚 レ ベ ル （ ｄ Ｂ 　 Ｈ Ｌ ） を 音 圧 レ ベ ル （ ｄ Ｂ 　
Ｓ Ｐ Ｌ ） に 変 換 す る た め の 較 正 式 の セ ッ ト を も 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 請 求 項 ９ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 以 下 の 形 式 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 Ｒ Ｅ Ｑ ＝ Ｍ （ Ｓ Ｐ Ｌ ＋ Ｅ Ｌ Ｃ （ 0.25， 0.5,1,2,3,4,6,8,10,12kHz)－ Baseline）
　 こ こ に お い て 、
　 Ｒ Ｅ Ｑ は 、 耳 鳴 り 抑 制 プ ロ ト コ ル の 必 要 均 等 化 応 答 で あ り 、
　 Baselineは ０ ． ５ （ Ａ － Ｂ ） ＋ Ｂ で あ り 、
　 Ａ は 、 最 も 大 き な 聴 力 損 失 耳 に お け る 二 つ の 近 接 す る 最 も 大 き な 聴 力 損 失 周 波 数 で の ｄ
Ｂ 　 Ｓ Ｐ Ｌ で あ り 、
　 Ｂ は 、 最 も 小 さ な 聴 力 損 失 耳 に お け る 二 つ の 近 接 す る 最 も 小 さ な 聴 力 損 失 周 波 数 で の ｄ
Ｂ 　 Ｓ Ｐ Ｌ で あ り 、
　 Ｓ Ｐ Ｌ は 、 聴 覚 閾 値 （ ｄ Ｂ 　 Ｈ Ｌ に お い て ） を ｄ Ｂ 　 Ｓ Ｐ Ｌ に 変 換 し た も の で あ り 、
　 Ｅ Ｌ Ｃ は 、 ４ ０ ホ ン の 音 の 大 き さ の 等 感 曲 線 伝 達 値 で あ り 、
　 Ｍ は 、 ゲ イ ン 増 幅 率 で あ り 、 ０ ． ３ ～ ０ ． ９ ５ の 値 で あ る 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で あ っ て 、
　 前 記 ス ペ ク ト ル 変 更 さ れ た 音 響 信 号 の 音 記 録 を 生 成 す る 工 程 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴
と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 耳 鳴 り の 障 害 症 状 に 患 っ て い る 患 者 に 対 し て 救 済 を 提 供 す る た め の
耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 音 記 録 媒 体 で あ っ て 、
　 選 択 さ れ た 周 波 数 で の 音 響 信 号 の 強 度 を 変 更 す る よ う に 設 計 さ れ た 所 定 の マ ス ク 用 ア ル
ゴ リ ズ ム に 従 い ス ペ ク ト ル 変 更 さ れ た 音 響 信 号 を 有 し 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 患 者 の 基 本 と な る 聴 力 測 定 情 報 を 考 慮 し て 特 別 に
生 成 さ れ 、
　 使 用 に 際 し て 、 そ の 音 記 録 を 患 者 が 聞 い た と き に 、 耳 鳴 り の 優 れ た マ ス キ ン グ を 提 供 す
る こ と を 特 徴 と す る 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 音 記 録 媒 体 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 音 記 録 媒 体 で あ っ て
、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 断 続 的 な 耳 鳴 り の マ ス キ ン グ を 提 供 し 、
　 快 適 な 聴 覚 レ ベ ル で 、 音 響 信 号 の ピ ー ク の 間 、 耳 鳴 り が 実 質 的 に 完 全 に 弱 め ら れ 、 信 号
波 の 谷 間 の 間 に 耳 鳴 り の 知 覚 が 時 折 表 れ る の み で あ る こ と を 特 徴 と す る 記 録 媒 体 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 音 記 録 媒 体 で あ っ て
、
　 前 記 音 響 信 号 が 、 音 楽 信 号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 記 録 媒 体 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 耳 鳴 り の 障 害 症 状 に 患 っ て い る 患 者 に 対 し て 救 済 を 提 供 す る た め の
耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 使 用 さ れ る 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム に 対 し て コ ン ピ ュ ー
タ を 用 い て ア ク セ ス す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 耳 鳴 り を 患 っ て い る 患 者 の 聴 力 図 を 示 す デ ー タ を ユ ー ザ か ら オ ン ラ イ ン で 受 け 取 る 工 程
と 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い て 前 記 聴 力 図 を 処 理 し 、 前 記 聴 力 図 に 基 づ き 、
必 要 均 等 化 応 答 デ ー タ を 生 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 必 要 均 等 化 応 答 デ ー タ を ユ ー ザ に 送 信 す る 工 程 と 、 を 有 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 耳 鳴 り の 障 害 症 状 に 患 っ て い る 患 者 に 対 し て 救 済 を 提 供 す る た め の
耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 選 択 さ れ た 周 波 数 で の 音 響 信 号 の 強 度 を 変 更 す る よ う に 設 計 さ れ た 所 定 の マ ス ク 用 ア ル
ゴ リ ズ ム に 従 い 音 響 信 号 を ス ペ ク ト ル 変 更 す る よ う に 適 合 し て あ る 信 号 フ ィ ル タ ー 手 段 を
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有 し 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 患 者 の 基 本 と な る 聴 力 測 定 情 報 を 考 慮 し て 特 別 に
生 成 さ れ 、
　 使 用 に 際 し て 、 そ の ス ペ ク ト ル 変 更 さ れ た 音 響 信 号 を 患 者 が 聞 い た と き に 、 優 れ た 耳 鳴
り の マ ス キ ン グ を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 信 号 フ ィ ル タ ー 手 段 が 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 可 能 な 信 号 フ ィ ル タ ー 手 段 で あ り 、
　 使 用 に 際 し て 、 耳 鳴 り に 患 っ て い る 個 々 の 患 者 の 特 別 な 必 要 性 に 適 合 さ れ た 所 定 の マ ス
ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い て 前 記 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 が プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ る こ
と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 が 、 ヘ ッ ド ホ ン を 具 備 す る 個 人 用 サ ウ ン ド 生 成 装 置
と 共 に 使 用 さ れ る よ う に 適 合 し て あ る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 断 続 的 な 耳 鳴 り の マ ス キ ン グ を 提 供 し 、
　 快 適 な 聴 覚 レ ベ ル で 、 音 響 信 号 の ピ ー ク の 間 、 耳 鳴 り が 実 質 的 に 完 全 に 弱 め ら れ 、 信 号
波 の 谷 間 の 間 に 耳 鳴 り の 知 覚 が 時 折 表 れ る の み で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 前 記 音 響 信 号 の 全 ス ペ ク ト ル 範 囲 を 通 し て 、 前 記
音 響 信 号 の 強 度 を 変 更 す る よ う に 設 計 し て あ る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 音 響 信 号 が 、 ス ペ ク ト ル の 内 容 と 強 度 が 、 時 間 的 に 常 に 変 化 す る 高 ダ イ ナ ミ ッ ク 信
号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 音 響 信 号 が 音 楽 信 号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】 　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 患 者 の 聴 力 損 失 特 性 に 合 わ せ て 部 分 的 に 仕 上 げ ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】 　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 患 者 の 両 方 の 耳 に お け る 音 響 ス ペ ク ト ル の 主 要 部 分 を 通 し て 、 比 較 的 に 均 等 感 覚 レ ベ ル
を 提 供 す る よ う に 、 前 記 マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム に よ り 、 前 記 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 品 質 が
変 更 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ ５ 】 　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 聴 覚 レ ベ ル （ ｄ Ｂ 　 Ｈ Ｌ ） を 音 圧 レ ベ ル （ ｄ Ｂ 　
Ｓ Ｐ Ｌ ） に 変 換 す る た め の 較 正 式 の セ ッ ト を も 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ ６ 】 　 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 耳 鳴 り リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の マ ス ク 用 ア ル ゴ リ ズ ム が 、 以 下 の 形 式 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 Ｒ Ｅ Ｑ ＝ Ｍ （ Ｓ Ｐ Ｌ ＋ Ｅ Ｌ Ｃ （ 0.25， 0.5,1,2,3,4,6,8,10,12kHz)－ Baseline）
　 こ こ に お い て 、
　 Ｒ Ｅ Ｑ は 、 耳 鳴 り 抑 制 プ ロ ト コ ル の 必 要 均 等 化 応 答 で あ り 、
　 Baselineは ０ ． ５ （ Ａ － Ｂ ） ＋ Ｂ で あ り 、
　 Ａ は 、 最 も 大 き な 聴 力 損 失 耳 に お け る 二 つ の 近 接 す る 最 も 大 き な 聴 力 損 失 周 波 数 で の ｄ
Ｂ 　 Ｓ Ｐ Ｌ で あ り 、
　 Ｂ は 、 最 も 小 さ な 聴 力 損 失 耳 に お け る 二 つ の 近 接 す る 最 も 小 さ な 聴 力 損 失 周 波 数 で の ｄ
Ｂ 　 Ｓ Ｐ Ｌ で あ り 、
　 Ｓ Ｐ Ｌ は 、 聴 覚 閾 値 （ ｄ Ｂ 　 Ｈ Ｌ に お い て ） を ｄ Ｂ 　 Ｓ Ｐ Ｌ に 変 換 し た も の で あ り 、
　 Ｅ Ｌ Ｃ は 、 ４ ０ ホ ン の 音 の 大 き さ の 等 感 曲 線 伝 達 値 で あ り 、
　 Ｍ は 、 ゲ イ ン 増 幅 率 で あ り 、 ０ ． ３ ～ ０ ． ９ ５ の 値 で あ る 。

(3) JP 2002-538912 A5 2007.3.29


	header
	written-amendment

